
工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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改修前 モルタル下地 モザイクタイル張り

工 事 概 要

構造・規模

実験実習機械工場研究基盤センター

ＲＣ造３階建て Ｓ造平屋建て

延べ面積 1,285㎡
建築面積 1,285㎡

増築面積 27㎡
改修面積 84㎡

改修後

天井

改修後

改修前

内装用複層模様吹付
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改

修 ケイ酸カルシウム板 t8

ビニル床シート(t2.0)張り

化粧せっこうボード(ｔ9.5)張り（軽鉄下地共）

W1,700×H1,500 11箇所
W2,300×H600 8箇所

既設仕上げ撤去（軽鉄下地共）の上

既設タイル撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)の上、ｺﾝｸﾘｰﾄ(t80)金ごて

建築面積 1,564㎡
延べ面積 3,121㎡



工事名称

一部　汚垂れタイル張　D=600

５．新設する天井点検口は、アルミ枠（４５０×４５０）とする。下地調整（ＲＢ種）の上、錆止め　ＳＯＰ塗塗 替スチールドア

４．便所床コンクリート金コテ部分は、図示無き限りワイヤーメッシュφ１５０□を敷き込むこと。　コンクリート打（ＦＣ＝２１Ｎ／㎜2）ＲＢ種　ひび割れ、欠損部分はポリマーセメントモルタル充填コ ン ク リ ー ト 下 地 調 整壁

３．せっこうボードを突き付けで、塗装下地に使用する場合、テーパエッジを使用し、継ぎ目処理は共通仕様書による。　　また、出隅部分はコーナービートを使用しジョイントセメント処理を行うこと。目荒しの上水洗い　ひび割れ部分はポリマーセメントモルタル充填コ ン ク リ ー ト 下 地 処 理

２．間仕切り下地は図示無き限り、軽量スタッド６５型（改修後女子便所：１００型）とする。天井下地は図示無き限り、室内１９型軽量鉄骨、軒天２５型軽量鉄骨とする。ＲＢ種　ひび割れ、欠損部分はエポキシ樹脂モルタル充填コ ン ク リ ー ト 下 地 調 整床

１．内部床の段差（敷居、沓摺等による段差）は図示無き限り、３ｍｍ以下とする。処 置工 事 内 容部 位

特 記 事 項改 修 工 事 内 容 別 　 処 置

（ 一 部 新 設 ）モルタル金コテ　内装用複層塗材Ｅ吹付

（ 一 部 改 修 ）【既設～コンクリート壁】下地調整（ 一 部 新 設 ）ビニル床タイル(ｱ)２．０張（ ﾗ ｲ ﾄ ｺ ｰ ﾄ 前 ）

（ 一 部 新 設 ）塩 ビ２，５３５（ 一 部 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 一 部 新 設 ）軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)１２．５＋９．５　内装用複層塗材E吹付６０（ 一 部 新 設 ）ビニル巾木（ 一 部 改 修 ）【既設～コンクリートこて仕上（Ａ種）】下地調整FL±0廊 下
共
通

（ 一 部 新 設 ）軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)１２．５＋９．５　内装用複層塗材E吹付

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）ビニル床タイル(ｱ)２．０張（ 便 所 前 ）

（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，５３５（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～ｺﾝｸﾘｰﾄ面仕上（A種）下地　内部用複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリートこて仕上（Ａ種）】下地調整▲廊 下

（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　耐水PB(ｱ)12.5の上　ｹｲｶﾙ板(ｱ)6張　内装用複層塗材E吹付（ 全 面 新 設 ）

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）コンクリート金コテ　ビニル床シート(ｱ)２．０張【既設女子便所】

ステンレス面台・天井点検口（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～ｺﾝｸﾘｰﾄ面仕上（A種）下地　内部用複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～モルタル＋塗膜防水＋押えコンクリート(ｱ)６０】下地処理▲男 子 便 所

（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　耐水PB(ｱ)12.5の上　ｹｲｶﾙ板(ｱ)6張　内装用複層塗材E吹付

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）コンクリート金コテ　ビニル床シート(ｱ)２．０張
３

階

（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～ｺﾝｸﾘｰﾄ面仕上（A種）下地　内部用複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～モルタル＋塗膜防水＋押えコンクリート(ｱ)６０】下地処理▲【既設男子便所】

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）ビニル床シート(ｱ)２．０張
女

子

便

所

ステンレス面台（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～ｺﾝｸﾘｰﾄ面仕上（A種）下地　内部用複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（既設のまま）【既設～コンクリートこて仕上（Ａ種）】下地調整Z3±0【既設湯沸室】

（既設のまま）【既設～コンクリート面仕上（Ａ種）下地　内部用複層模様吹付】（ 大 実 験 室 ）

天井点検口（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ６，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（既設のまま）【既設～コンクリート面仕上（Ａ種）下地　内部用複層模様吹付】－－－吹 抜

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）コンクリート金コテ　ビニル床シート(ｱ)２．０張

（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，２７０（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）下地　複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～モルタル＋塗膜防水＋押えコンクリート(ｱ)６０】下地処理▲【既設男子便所】

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）ビニル床シート(ｱ)２．０張
２

階

ステンレス面台・天井点検口（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，２７０（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）下地　複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（既設のまま）【既設～コンクリートこて仕上（Ｂ種）】下地調整Z2±0【既設湯沸室】
女

子

便

所

階段屋根～T1ﾗﾜﾝ合板(ｱ)12下地 化粧ｹｲｶﾙ板(ｱ)6 目透し張(目地ｼｰﾘﾝｸﾞ)（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　耐水PB(ｱ)12.5の上　ｹｲｶﾙ板(ｱ)6張　内装用複層塗材E吹付（ 全 面 新 設 ）ビニル床シート(ｱ)２．０張

（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（既設のまま）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）下地　複層模様吹付】６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（既設のまま）【既設～コンクリートこて仕上（Ｂ種）】下地調整▲【既設玄関ホール】

（ 一 部 新 設 ）軽鉄下地　耐水PB(ｱ)12.5の上　ｹｲｶﾙ板(ｱ)6張　内装用複層塗材E吹付

（ 一 部 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）コンクリート金コテ　ビニル床シート(ｱ)２．０張
多

目

的

ト

イ

レ

ステンレス面台（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，３００（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）下地　複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～土間コンクリート】下地処理▲【既設女子便所】

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付（ 全 面 新 設 ）コンクリート金コテ　ビニル床シート(ｱ)２．０張

ステンレス面台・天井点検口（新設）（ 全 面 新 設 ）塩 ビ２，２７０（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）下地　複層模様吹付】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～土間コンクリート】下地処理▲男 子 便 所

－２，６６９－（ 全 面 新 設 ）軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)１２．５＋９．５　内装用複層塗材E吹付６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木－▲機 器 分 析 室

　　　　　　　　　　　　　　内装用複層塗材Ｅ吹付（内部）（既設のまま）【既設～軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)９＋１２　内部用複層模様吹付】ビニル巾木
１

階

【既設】設備配管φ２００孔～モルタル下地　複層塗材Ｅ吹付（外部）（ 一 部 新 設 ）塩 ビ２，６６９（ 一 部 新 設 ）軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９．５　突付け張（既設のまま）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）　内部用複層模様吹付】６０（既設のまま）【既設】（既設のまま）【既設～コンクリートこて仕上（Ｂ種）ビニル床タイル張】▲材料物性計測室

（ 全 面 新 設 ）内装用複層塗材Ｅ吹付

【既設】画桟～下地調整（ＲＣ種）　ＳＯＰ塗（ 全 面 改 修 ）【既設～軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)９＋１２】下地調整（ 全 面 新 設 ）ビニル床タイル(ｱ)２．０張

【既設】天井点検口・ブラインドボックス（既設のまま）（既設のまま）塩 ビ２，６６９（既設のまま）【既設～軽鉄下地　化粧せっこうボード板(ｱ)９　突付け張】（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリート打放し（Ｂ種）】下地調整６０（ 全 面 新 設 ）ビニル巾木（ 全 面 改 修 ）【既設～コンクリートこて仕上（Ｂ種）】下地調整Z1±0更 衣 室

備 考（ 工 事 内 容 ）廻 り 縁天 井 高（ 工 事 内 容 ）天 井（ 工 事 内 容 ）壁Ｈ（ 工 事 内 容 ）巾 木（ 工 事 内 容 ）床床 高室 名階

改 修 後 　 内 部 仕 上 表 ・ 工 事 内 容 （　　）内は左記仕上等についての改修内容を示す。【　　】内は既設の仕上等を示す。　　

　※ＥＶ増築部分は、別紙ＥＶ仕上表参照のこと。【既設～縁石】一部移設花 壇

インターロッキング新設舗 装 床

コンクリート打　モルタル下地　１５０角タイル張ス ロ ー プ

【ＥＶ内部壁として利用する部分】下地調整　内装用複層塗材Ｅ吹付コンクリート打　モルタル下地　５０二丁タイル張

外 壁ラ イ ト コ ー ト【既設～５０二丁タイル張】高圧洗浄壁

軽鉄下地　けい酸カルシウム板(ｱ)６　ＥＰ塗　　天井点検口（新設）軒 天１ 階 　 北 口 玄 関【既設～土間コンクリート】下地処理　モルタル下地　１５０角タイル張床１ 階 　 南 側 玄 関

部 位位 置改 修 内 容部 位位 置

改 修 後 　 外 部 仕 上 表 ・ 工 事 内 容

国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事 Ｎｏ.２

【既設コンクリート壁撤去部分】ＡＬＣ版(ｱ)１００　シーラー塗布　下地処理の上　複層塗材Ｅ･



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事

改修後　１階平面図　　　　１／２００
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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 増築部分を示す

 改修工事範囲外

改修後　２階平面図　　　１／２００
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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　（仕上のみ）
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　改修工事範囲外を示す

　（仕上・下地共）
　床　新設部分を示す
　（仕上のみ）
　床　新設部分を示す

Ｎｏ.６

改修前 １階 便所 平面詳細図　　1/50

※　和式便器撤去後の開口部孔塞ぎは本工事
※　図中『男子便所・女子便所・』の『衛生陶器等機器類』撤去は別途工事

※　図中『男子便所・多目的トイレ』の『衛生陶器等機器類』新設は別途工事



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
改修前 ２階 便所 天井伏図 改修後 ２階 便所 天井伏図
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改修後 ２階 便所 平面詳細図

　床　撤去部分を示す

　（仕上・下地共）
　床　撤去部分を示す
　（仕上のみ）

　壁　撤去部分を示す
　（仕上・躯体コンクリート共）
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 改修工事範囲外  改修工事範囲外

　床　新設部分を示す
　（仕上のみ）
　床　新設部分を示す
　（仕上・下地共）

　改修工事範囲外を示す
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多目的トイレ上部～
Ｔ１ラワン合板(ｱ)１２下地

目透し張（目地シーリング）

改修前 ２階 便所 平面詳細図 1/50

※　図中『男子便所・女子便所・』の『衛生陶器等機器類』撤去は別途工事

※　和式便器撤去後の開口部孔塞ぎは本工事
※　図中『女子便所』の『衛生陶器等機器類』新設は別途工事

4
5
0



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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２階 大実験室　天井伏図

1/50 1/50

1/100　（仕上・躯体コンクリート共）
　壁　撤去部分を示す
　（仕上・下地共）
　床　撤去部分を示す
　（仕上のみ）
　床　撤去部分を示す

　改修工事範囲外を示す

　（仕上・下地共）
　床　新設部分を示す
　（仕上のみ）
　床　新設部分を示す

 改修工事範囲外

1/100 1/100

 改修工事範囲外  改修工事範囲外

Ｎｏ.８

※　和式便器撤去後の開口部孔塞ぎは本工事
※　図中『男子便所・女子便所・』の『衛生陶器等機器類』撤去は別途工事 ※　図中『男子・女子便所』の『衛生陶器等機器類』新設は別途工事



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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▽最高高さ
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▽１ＦＬ

屋根～鉄骨母屋　木毛セメント板(ｱ)２５
　　　アスファルトルーフィング９４０
　　　長尺カラーガルバリウム鋼板(ｱ)０．４　瓦棒葺

天井～軽鉄下地
化粧せっこうボード(ｱ)9.5張

床～ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(ｱ)2.0張

EXP.J～アルミ既製品

EXP.J～アルミ既製品

壁～軽鉄下地　せっこうボード(ｱ)21+21
内装用複層塗材Ｅ吹付

巾木～ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

水切～ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｱ)0.6　曲げ加工
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ライトコート

245 230

7,200
1,000150105

245 230

7,200

　壁　撤去部分を示す

　（仕上・躯体コンクリート共）

EXP.J～アルミ既製品

1
3
0

　　　化粧目地　Ｗ＝２０
　　　ＰＳ－２シーリング

巾木～コンクリート打放し

　　　前高タイプ　Ｗ１２０
軒樋～カラー硬質塩ビ製

　　　ステンレス掴み金物
竪樋～カラーＶＰ　φ７５

外壁～ＡＬＣ版(ｱ)１００
　　　シーラー塗布　下地処理の上

2,800

4,130

防水ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)15塗

　　 　(耐火1h)

　　 　(耐火1h)

2,150

Ｙ 11

Ｙ 11

Ｙ 13

Ｙ 13

　改修工事範囲外を示す

化粧せっこうボード(ｱ)9.5張
天井～軽鉄下地

75

Ya１Ya２

既設笠木　撤去

既設アルミサッシ　一部撤去

既設アルミサッシ　一部撤去

既設アルミサッシ　一部撤去

ピット内床～ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
　　　　　　防水ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)30塗

ピット内壁～ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
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▽２ＦＬ

▽ＺＲ（水上）

△Ｚ３

△Ｚ２

▲Ｚ０

▽１ＦＬ

△ＺＲ（水下）

▽Ｚ１

ライトコート

　　　複層塗材Ｅ吹付

改修前・撤去　断面詳細図　　１／５０

改修後　断面詳細図　　１／５０
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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基 礎 平 面 詳 細 図 1/50

主　筋　上下端共　2-D16

ＳＴＰ　D10@200
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4
5
0

1/50基 礎 断 面 詳 細 図 （ Ａ ）

天
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-1
80

天端　Z0+70

天端　Z0+70

あと施工アンカー　D16　埋め込み深さ12d以上　主筋と同数

記 号

形 状

寸 法

Ｓ－１／２０

柱 部 材

ベ－ス

ＰＬ

リ ブ ＰＬ

下 端

上 端

アンカ－ボルト

ジ ベ ル 筋
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Ｌ

200
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凡 例

コンクリート巾木を示す

コンクリート　W120　天端Ｚ０+300

配筋　縦横共　Ｄ10　＠200　シングル
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天
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F
B
1
 
3
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x
7
0
0

S6 (ｱ)150
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工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事
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Ｍ１９アンカーボルト　ねじ加工

Ｍ１９アンカーボルト　ねじ加工



Ｘ＊

Ｙ＊

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

GOV.

    又、ねじれに対し強固に取付のこと

    5mm以下になるよう部材を設計のこと

注・表の荷重により梁のたわみは

　４．エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事

　２．インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

　１．動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

　　　（繋ぎ込み工事含む）

　　　（昇降路内から最寄の電話中継盤まで）

　３．火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

注 意 事 項

　２．電源電圧の変動は＋5％～－10％以内、電圧不平衡率5％以内のこと

　　　（１）昇降路内の温度は40℃、湿度は月平均90％・日平均95％を

　３．本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

　　　（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因と

　４．乗場に雨水が浸入するおそれがある場合は、ひさし・床勾配

　　　　　　なるような塵及び化学的有害ガスがないこと

　５．昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

　６．エレベーター動力と通信機器・OA機器等弱電機器の電源線

　７．エレベーター用電源トランスと通信機器・OA機器等弱電機器の

　９．漏電遮断機はインバータ回線対応のものを使用すること

１０．エレベーター動力トランスの中性点用アース線の独立配線と

　８．エレベーターのアース線と通信機器・OA機器等弱電機器の

　　　　　　超えないこと

　　　排水溝などを設置のこと

　　　通信線を1 m 以上分離すること

　　　電源トランスを分離すること

　　　接地極の分離をすること

　　　電源トランスを分離すること

　５．ピット内点検用コンセント設備工事

　６．昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこと）

　１．コンクリート強度は21N/mm 以上のこと 

注．ピット周囲立上りコンクリートは

（ピット）

昇降路平面図 (1/30)

レール下端部荷重

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）
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耐震クラスA　地域係数～1.0

（単位：ｋＮ）

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目

基

本

仕

様

機種名称 機械室レスエレベーター

機種形名 Ｒ６－２Ｓ－４５

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ４５０ｋｇ

定員 ６名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸片引き（２Ｓ）

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２０００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １０５０ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） １１５０ｍｍ

かご室サイズ（内法高さ） ２３００ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ３停止（１－３階）

そ

の

他

基

本

仕

様

戸開走行保護装置等（２００９改正建築基準法対応） あり

新耐震（２００９耐震設計施工指針対応） あり

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ０９

ユニバーサルドアシステム（ホールモーションセンサ３Ｄ、

敷居間隔１０ｍｍ、気配りドア、ＭＢＳ２Ｄ）

あり（ホールモーションセンサー、敷居間隔１０ｍｍ、

気配りドア、マルチビームドアセンサ２Ｄ）

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障害者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波３段設定（普通級）

停電時自動着床装置 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠（末広）３００ｍｍ以下ステンレスヘアライン仕上（１－３階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－３階）

乗場敷居 アルミ製（１－３階）

乗場インジケータ
乗場ボタン一体形デジタル表示

プレート：ステンレスヘアライン仕上（１－３階）

乗場インジケータ一体形ボタンタイプ クリックボタン（凸文字）（１－３階）

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート
一般用乗場ボタンプレート一体形

ステンレスヘアライン仕上（１－３階）

車いす専用乗場ボタンタイプ クリックボタン（凸文字）（１－３階）

か

ご

室

仕

様

天井タイプ スタンダード

かご室壁・戸 化粧鋼板仕上

袖壁・出入口柱 ステンレスヘアライン仕上

巾木 アルミ製

床仕上 樹脂タイル２ｍｍ

かご室敷居材質 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

一般用正かご操作盤プレート 樹脂製

かごボタンタイプ クリックボタン（凸文字）

正操作盤インジケータタイプ かご室液晶インジケータ

車いす専用かご操作盤 両側面に設置　プレート：樹脂製

車いす専用かごボタンタイプ クリックボタン（凸文字）

かご室換気設備 ラインフローファン

かご室手すり シングルパイプステンレスヘアライン仕上　二面取付　ブラケットアルミ製

かご室鏡種類 合せガラス、アルミ枠付（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

かご室車ずり種類 ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

部材

記号
名称 部材内容 工事区分

ｐ 巻上機固定材 Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

15
1

220

230

35 150

219

15

昇降路内法 1600

カゴ外法 1112 269

15

110

40

190

2

除外工事事項

　２．鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場合）

　　　設置工事

　　　並びにシキイ受材ビームの設置工事

　４．各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

　３．鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン等の取付用鋼材

　６．昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はトロリービーム

　５．乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

　１．昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタン等の

　　　穴あけ工事

　　　設置工事

１１．その他建築に関する工事

　９．ピット床下部使用の場合の建築対策工事

　７．通過階がある場合の非常口設置工事

　８．ピット内防水仕上工事

１０．ピットが深い場合の埋め戻し工事

本工事事項

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 ６Ｖ１局

戸開延長ボタン あり

かご室アナウンス かご室音声合成アナウンス

かご室スピーカー あり

動力電源電圧Ｖ ２１０Ｖ

動力電源周波数Ｈｚ ６０Ｈｚ

高調波対策種類 ＡＣリアクトル

フェッシャープレート エレベーター手配（２－３階）

レール支持方式 １フロア１ブラケット

遮煙機能 遮煙機能付戸　２枚戸片引き用（１－３階）

遠隔監視装置

工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事 Ｎｏ.１３

本工事

げて下さい

　　1FL～1FL-100の間とする



　床　撤去部分を示す
　（仕上のみ）

　床　撤去部分を示す
　（仕上・土間コンクリート共） 　改修工事範囲外を示す

　（仕上のみ）
　床　新設部分を示す

玄関 玄関

床～モルタル下地 風除室150角タイル張床～モルタル下地 床～モルタル下地 床～モルタル下地 床～モルタル下地
１５０角タイル張 １５０角タイル張 １５０角タイル張 １５０角タイル張

（全面撤去） （全面撤去）

床～コンクリート打　モルタル下地
床～モルタル下地 排水溝　Ｗ＝１００１５０角タイル張看板１５０角タイル張　撤去 ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

ス
ロ

ー
プ

床～モルタル下地
150角タイル張花壇

花壇 花壇
Z1+250

客土(ｱ)500客土(ｱ)500UP Z1-200
ツツジ W=0.4m H=0.3m 3本/㎡ツツジ W=0.4m H=0.3m 3本/㎡

Z1+250
Z1-200

インターロッキング舗装撤去 インターロッキング舗装

縁石～既設撤去品再使用
縁石～既設撤去品再使用花壇 花壇

10,800 10,800

3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

300 690 620 980 620 1,380 1,620 1,380 620 980 620 690 300 300 690 620 980 620 1,380 1,620 1,380 620 980 620 690 300

8
1
5

7
0 900 900

2
,
0
0
0

（830） （830）125 865 1,870 865 125

8
1
5

9
0
0

2
,
0
0
0

1
,
8
0
0

1,000 200

2,500
1,410

3,400

くつぬぐいマット撤去

アルミサッシ　撤去
（フロアヒンジ金物共）

（移設）
ガラスブロック　撤去

（枠共）

看板
マンホール マンホール 既設品移設（現状維持） （現状維持）

花壇内低木撤去（5本）

ス
ロ

ー
プ

縁石撤去
（一部再使用）

マンホールマンホール
（現状維持）（現状維持）

縁石撤去
（一部再使用）

マンホール マンホール
（現状維持） （現状維持）

9
0
0

1
,
6
0
0

300 3,250 300

工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事 Ｎｏ.１４



　既設コンクリート土留撤去部分を示す

車道
車道

断
面

部

± 0 ± 0

花壇（低木） 花壇（低木）撤去 花壇（低木） 花壇（低木）
-10 -10

歩道（カラーアスファルト） 歩道（カラーアスファルト）撤去 歩道（カラーアスファルト） 歩道（カラーアスファルト）
+30 +30

+30

1
/
6

+280一部土留撤去

中木撤去
+500 +500ガスバルブ　600×600 ガスバルブ　600×600

+280中木撤去

緑地 緑地

+500

　撤去範囲を示す 　撤去範囲を示す

　改修工事範囲外を示す 　改修工事範囲外を示す

4
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,1

00

80
0

80
0

2,
8
55

2,
8
55

3
,2

00

80
0

8
00

2,
9
45

2,
9
45

2,
50

0

2
05

Ｌ型側溝 Ｌ型側溝撤去 Ｌ型側溝 Ｌ型側溝

縁石 縁石撤去 縁石 縁石

縁石撤去 縁石 縁石既設コンクリート土留 既設コンクリート土留

低木低木撤去低木撤去

コンクリート舗装

土留新設

（歩車道境界ブロックH300）

既設マンホール 既設マンホール

（２階　バルコニー） （２階　バルコニー）

45
0

90
0

5,000 3,100 8,000 9,000

2,120

75
0

1,
50

0

2
,1

00

5,
51
5

水勾配

80
0

4,
5
00

12,950

80
0

3
,3

5
5

3
,2

00

80
0

8
00

2,
50

0

2,945

既設建物 ←歩道 歩道→ 植栽 溝 ←車道

改修前　地盤面
▽Ｚ1

▽Ｚ0既設コンクリート土留撤去部分

△+500 ▽ +280

Ａ
△±0

Ｂ

ワイヤーメッシュ　φ６×150

砕石　(ｱ)200

2,945 3,355 1,500 2,120 900 450

2,000

500 1,500

20
0

50

6
47

1
50

30

200

歩車道境界ブロック

JISＡ　5371　片面
歩道 車道

▽+500 勾配　1/45

▽ +280

砕石　(ｱ)200

砕石　(ｱ)200

150 300

50

25

1
5030

0

2
20

30

2
00

15
0

1
00

210

20
0

20
0

男子便所 男子便所

空調機械室 空調機械室
Ｐ Ｓ Ｐ Ｓ

女子便所資材室 レーザー応用実験室 精密機器実験室（１） 資材室 レーザー応用実験室 精密機器実験室（１）玄関ホール 玄関ホール 多目的 倉庫
トイレ

倉庫

暗室 暗室

改 修 後 　 外 構 断 面 図 1/50

改 修 後 　 Ｂ 部 詳 細 図 1/10

改 修 後 　 Ａ 部 詳 細 図 1/10

改 修 前 　 外 構 平 面 図 1/150 改 修 後 　 外 構 平 面 図 1/150

 改修工事範囲外

 Ｚ 0からの高さを示す

工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事 Ｎｏ.１５



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事 Ｎｏ.１６

（有効開口）
（有効開口）
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FF F F F

　90° 　90°

6a:730 6b:700 既設アルミ板
額縁～ツガ　ＳＯＰ塗 額縁～ツガ　ＳＯＰ塗
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ＡＤ ＡＤ ＡＷ ＡＷ ＳＤ ＬＳＤ
× × × × × ×

１ ２ １ ２ １ １

ガラリ（アルミ）

１階　玄関 １階　玄関風除室 １階　玄関風除室 １・２・３階　廊下（ＥＶ前） １階　多目的トイレ １階　＊＊室

両引き自動ドア（ＦＩＸランマ付・フロント用） 両引き自動ドア（ＦＩＸランマ付・フロント用） ＦＩＸ窓（ランマ付・フロント用） 片開き窓（ＡＬＣ用） 片引きハンガードア（三方枠戸袋なしタイプ） 両開き扉

７０mm ７０mm ７０mm ７０mm 扉　３６mm　　枠　１００㎜ 扉：４０mm　枠：１００mm

アルミ製 アルミ製 アルミ製 アルミ製 化粧鋼板 亜鉛メッキ鋼板(ｱ)０．８　ＳＯＰ塗

強化透明ガラス(ｱ)５ 強化透明ガラス(ｱ)５ 強化透明ガラス(ｱ)５ 強化透明ガラス(ｱ)５ 型板ガラス(ｱ)４ 型板ガラス(ｱ)４

ハンドル、ステンレス丁番、アームストッパー、ステンレス網戸エンジン、反射光線スイッチ、安全センサー、ステンレスレール エンジン、反射光線スイッチ、安全センサー、ステンレスレール アルミ額縁、下端水切 ガイドローラー、はね返り緩和装置、ハンガーレール、ハンガーローラー ステンレス丁番、レバーハンドル、ドアクローザ、戸当り

サムターンシリンダー錠、敷居モヘアブラシ、その他標準取付金物一式･ サムターンシリンダー錠、敷居モヘアブラシ、その他標準取付金物一式･ その他標準取付金物一式 調整器、下端水切、アングルピース、その他標準取付金物一式 身障者トイレ用ロック、把手、その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式

三方枠～アルミ製 三方枠～アルミ製 スチール三方枠ＳＯＰ塗、戸当りゴム、ステンレス沓摺り

ＬＳＤ ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ
× × × × × ×

２ １ ２ ３ ４ ５

ガラリ（アルミ）

２階　女子便所　　３階　男子便所、女子便所 １階　男子便所 ２階　女子便所 ２階　女子便所 ３階　男子便所 ３階　女子便所

片開き戸 トイレブース トイレブース トイレブース トイレブース トイレブース

扉：４０mm　枠：１００mm ３０mm ３０mm ３０mm ３０mm ３０mm

亜鉛メッキ鋼板(ｱ)０．８　ＳＯＰ塗 メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製 メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製 メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製 メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製 メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製

型板ガラス(ｱ)４ － アクリル樹脂板(ｱ)４ アクリル樹脂板(ｱ)４ － アクリル樹脂板(ｱ)４

ステンレス丁番、レバーハンドル、ドアクローザ、戸当り ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け

その他標準取付金物一式 表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式 表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式 表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式 表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式 表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式

ＴＢ ＴＢ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＬＳＤ
× × × × × × ×

６ａ ６ｂ １ ２ ３ ４ １

６ａ：１階　男子便所　　６ｂ：３階　女子便所 １階　廊下（ＥＶ前） １階　廊下（ＥＶ前） １階　更衣室 １階　更衣室 １階　更衣室

トイレブース 引違い窓（ランマ付） 引違い窓（ランマ付） 引違い窓 引違い窓 片開き戸

３０mm ７０mm ７０mm ７０mm － 枠：１４０mm

メラミン樹脂一体成形化粧パーティクルボード　枠材～アルミ製 アルミ製 　建具　一部撤去 アルミ製 　建具　一部撤去 アルミ製 アルミ製 ＦＥ塗 下地調整　ＳＯＰ塗（枠共）

アクリル樹脂板(ｱ)４ 透明ガラス(ｱ)３ 透明ガラス(ｱ)３ 透明ガラス(ｱ)３ ガラスフィルム貼 透明ガラス(ｱ)３ ガラスフィルム貼 型板ガラス(ｱ)４

ステンレス頭つなぎ・ステンレス巾木・戸当たり帽子掛け ドアクローザー

表示錠（非常開錠付）・ラバトリーヒンジ・その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式

ＬＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ
× × × ×

２ １ ２ ３

＊＊

＊

＊＊

＊

１階　男子便所 １階　男子便所（ＰＳ） １階　多目的トイレ ３階　男子便所（ＰＳ）

片開き戸 片開き戸 片開き戸 片開き戸

枠：１４０mm 枠：９０mm 枠：９０mm 枠：９０mm

ＦＥ塗 下地調整　ＳＯＰ塗（枠共） ＦＥ塗 下地調整　ＳＯＰ塗（枠共） ＦＥ塗 下地調整　ＳＯＰ塗（枠共） ＦＥ塗 下地調整　ＳＯＰ塗（枠共）

型板ガラス(ｱ)４ － － －

ドアクローザー 取り替え

その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式 その他標準取付金物一式

１ １ ２ ３ １ １

３ １ １ １ １ １

１ １ １ ２ １ １ １

１ １ １ １

記 号 ・ 数 量

形　　　状

▽ＦＬ

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

記 号 ・ 数 量

形　　　状

▽ＦＬ

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

記 号 ・ 数 量

形　　　状

▽ＦＬ

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

記 号 ・ 数 量

　は新設する建具を示す

　は既設改修する建具を示す

形　　　状

▽ＦＬ

場　　　所

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考



工事名称 国立大学法人豊橋技術科学大学研究基盤センター内装改修工事

技官控室
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5 , 400 5,400 5,400 5,400 5,4004,915 4,9155,400

5,400 5,400 5,400 5,400 5,4004,915 4,9155,400

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,9404,940

4,940 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,940

改修前南棟立面図　S=1/200

改修後南棟立面図　S=1/200
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技官控室

ZR4

ZR2
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Z0 2
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7
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0
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0

改修前北棟立面図　S=1/200

改修後北棟立面図　S=1/200X8X7X6X5X4X3X2X1X0

X8X7X6X5X4X3X2X1X0 X8X7X6X5X4X3X2X1X0

X8X7X6X5X4X3X2X1X0

4,940 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,940

4,940 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,940

42,280

1
1
,
9
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X0 X8

Y1

Y2

実験自習室上部

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

1,090
2,300

1,550 1,550
2,300

1,550
2,300

1,550 1,5501,550
2,300

1,550
2,300

1,550 1,5501,550
2,300

1,550
2,300

1,550 1,5501,550
2,300

1,090

改修前南棟2階建具伏図　S=1/200
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4 , 940 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,940

1
1
,
9
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X0 X8

Y1

Y2

実験自習室上部

AW AW AW AW AW AW AW AW

2,300
1,090 1,550

2,300
1,550 1,550

2,300
1,550 1,5501,550

2,300
1,550

2,300
1,550 1,550

2,300
1,550 1,550

2,300
1,550 1,5501,550

2,300
1,090

改修後南棟2階建具伏図　S=1/200

使 用 場 所 数 量 型 式 機 構 枠見込 寸法（Ｗ×Ｈ） ガラス 材質　仕上げ 付 属 金 属

実 験 実 習 室

合 計

AW

７０ Ｆ－３ アルマイト仕上ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 ﾊ ﾒ殺 窓 ２３００×６００

FIX

FIX

FIX

FIX

6
0
0

2 , 300
８

８

実 験 実 習 室 ７０ アルマイト仕上２３００×６００

6
0
0

2 , 300

８ ＡＬ－３

1

符 号

改

修

前

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製突き出し窓

(カバー工法)

アルミニウム製内部額縁

付 属 金 物 一 式

ア ル ミ ニ ウ ム 製 水 切

付 属 金 物 一 式

ア ル ミ ニ ウ ム 製 水 切

鋼 製 四 方 額 縁

オ ペ レ ー タ 一 式

符 号 使 用 場 所 数 量 型 式 機 構 枠見込 寸法（Ｗ×Ｈ） ガラス 材質　仕上げ 付 属 金 属

AW

合 計

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 アルマイト仕上

二重はめ殺し窓

実験実習室上部

１１

１１ ７０ １７００×１５００ Ｋ－６

1
,
5
0
0

1 , 700

5
,
1
0
0

F I X

Z1

アルマイト仕上実験実習室上部 １１ ７０ １７００×１５００ ＡＬ－３ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

屋根 屋根屋外ワークスペース上部

精密実験実習室上部実験実習室上部

1
0
,
8
9
0

1
1
,
4
0
0

4 ,9 15 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,915 255

42,740

1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700
255 4,915 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,915

350350

255

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y3

Y4

屋根 屋根屋外ワークスペース上部

精密実験実習室上部実験実習室上部

1
0
,
8
9
0

1
1
,
4
0
0

1 ,7 00 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700
255 4,915 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 4,915 255

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y3

Y4

技官控室上部

255

350 350 350350 350350 350350 350

ワークスペース上部
屋外

屋外

ワークスペース上部

350 350 350 350 350 350 350350 350350 350

AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW
上

AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW

技官控室上部

上

2
5
5

2
5
5

2
5
5

2
5
5

屋外ワークスペース上部

屋外ワークスペース上部

改修前北棟2階建具伏図　S=1/200

改修後北棟2階建具伏図　S=1/200

オ ペ レ ー タ 一 式

付 属 金 物 一 式

付 属 金 物 一 式

合 計 １１

AW

1
,
5
0
0

1 , 700 Z1

7
0
0
7
0
0

1
0
0

5
,
1
0
0

F IX

合 計 ８

AW

改

修

後

改

修

前

改

修

後

1

1 1 1 1 1 1 1 1 2

2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

(カバー工法)

はめ殺し腰付

突き出し窓

ア ル ミ ニ ウ ム 製 水 切

アルミニウム製四方額縁

ア ル ミ ニ ウ ム 製 水 切

アルミニウム製内部額縁

Ｎｏ.１７

改修建具
改修建具


